
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】鑿本体と替刃の間に微細な削り木屑が全く挟ま

るおそれがなく、快適に切削作業を行うことができ、プ

ロの大工職人が使用することができる替刃式鑿及び替刃

を提供する。

【解決手段】木工用の平鑿の鑿本体１の刃裏部に片刃の

平板状替刃３を着脱自在に装着した替刃式鑿５において

、該替刃３の刃表平面１０と刃先傾斜面９の境界線であ

る鎬線１１に沿って、該刃表平面１０から段状に、該鎬

線１１から該替刃３のみね部１３まで一定深さに切削し

て、該鎬線１１に沿って段部１２を形成し、該段部１２

を蟻状に形成して段部１２の立上がり面１４が該刃表平

面１０に対し鋭角をなすように形成すると共に、該鑿本

体１の刃裏部に該替刃３を嵌着するための該替刃３と略

同形の凹部８を設け、該替刃３の該段部１２の立ち上が

り面１４に当接する鑿本体１の先端部１７を該替刃３の

該立ち上がり面１４に密着する角度に形成したことを特

徴とする替刃式鑿及びこれに用いる替刃。

【選択図】　　　　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
木 工 用 の 平 鑿 の 鑿 本 体 の 刃 裏 部 に 片 刃 の 平 板 状 替 刃 を 着 脱 自 在 に 装 着 し た 替 刃 式 鑿 に お い
て 、 該 替 刃 の 刃 表 平 面 と 刃 先 傾 斜 面 の 境 界 線 で あ る 鎬 線 に 沿 っ て 、 該 刃 表 平 面 か ら 段 状 に
、 該 鎬 線 か ら 該 替 刃 の み ね 部 ま で 一 定 深 さ に 切 削 し て 、 該 鎬 線 に 沿 っ て 段 部 を 形 成 し 、 該
段 部 を 蟻 状 に 形 成 し て 段 部 の 立 上 が り 面 が 該 刃 表 平 面 に 対 し 鋭 角 を な す よ う に 形 成 す る と
共 に 、 該 鑿 本 体 の 刃 裏 部 に 該 替 刃 を 嵌 着 す る た め の 該 替 刃 と 略 同 形 の 凹 部 を 設 け 、 該 替 刃
の 該 段 部 の 立 ち 上 が り 面 に 当 接 す る 鑿 本 体 の 先 端 部 を 該 替 刃 の 該 立 ち 上 が り 面 に 密 着 す る
角 度 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 替 刃 式 鑿 。
【 請 求 項 ２ 】
該 段 部 の 立 上 が り 面 が 該 刃 表 平 面 に 対 し て な す 該 鋭 角 が ７ ０ ～ ８ ９ 度 の 鋭 角 で あ る 請 求 項
１ 記 載 の 替 刃 式 鑿 。
【 請 求 項 ３ 】
該 鑿 本 体 に 嵌 着 し た 該 替 刃 が 刃 先 に 平 行 な 横 方 向 に 変 位 不 能 に 保 持 す る よ う に し た 保 持 手
段 を 設 け た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 替 刃 式 鑿 。
【 請 求 項 ４ 】
該 鑿 本 体 に 該 替 刃 を ね じ で 着 脱 自 在 に 装 着 し た 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 替 刃 式 鑿 。
【 請 求 項 ５ 】
該 鑿 本 体 に 該 替 刃 を 装 着 し た 状 態 で 、 該 鑿 本 体 の 刃 先 の 傾 斜 面 よ り も 該 替 刃 の 刃 先 傾 斜 面
が 若 干 突 出 す る 状 態 に 装 着 し た 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ 記 載 の 替 刃 式 鑿 。
【 請 求 項 ６ 】
木 工 用 の 平 鑿 の 鑿 本 体 の 刃 裏 部 に 片 刃 の 平 板 状 替 刃 を 着 脱 自 在 に 装 着 す る 替 刃 式 鑿 用 の 替
刃 に お い て 、 該 替 刃 の 刃 表 平 面 と 刃 先 傾 斜 面 の 境 界 線 で あ る 鎬 線 に 沿 っ て 、 該 刃 表 平 面 か
ら 段 状 に 、 該 鎬 線 か ら 該 替 刃 の み ね 部 ま で 一 定 深 さ に 切 削 し て 、 該 鎬 線 に 沿 っ て 段 部 を 形
成 し 、 該 段 部 を 蟻 状 に 形 成 し て 段 部 の 立 上 が り 面 が 該 刃 表 平 面 に 対 し 鋭 角 を な す よ う に 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る 替 刃 式 鑿 用 替 刃 。
【 請 求 項 ７ 】
該 段 部 の 立 上 が り 面 が 該 刃 表 平 面 に 対 し て な す 該 鋭 角 が ７ ０ ～ ８ ９ 度 の 鋭 角 で あ る 請 求 項
６ 記 載 の 替 刃 式 鑿 用 替 刃 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
本 発 明 は 叩 き 鑿 又 は 押 し 鑿 等 の 平 鑿 の 刃 先 を 交 換 可 能 な 替 刃 と し た 、 替 刃 式 鑿 及 び こ れ に
用 い る 替 刃 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
替 刃 式 鉋 は 特 公 平 ５ － ３ ０ ６ ０ １ 号 等 に 開 示 さ れ 、 現 在 広 く 用 い ら れ て い る 。 又 従 来 の 通
常 の 木 工 用 鑿 は 切 れ 味 が 鈍 る と 大 工 職 人 等 の 作 業 者 が 自 ら そ の 鑿 の 刃 を 砥 石 で 研 ぐ 必 要 が
あ り 、 そ の 研 ぎ に は 熟 練 し た 技 能 が 必 要 で あ り 、 又 熟 練 者 で も 長 時 間 を 要 し 、 鑿 の 刃 を 研
ぐ た め に か な り の 時 間 と 労 力 を 要 す る と い う 欠 点 が あ っ た 。 そ こ で 、 替 刃 式 鉋 と 同 様 に 刃
先 を 替 刃 式 と し た 替 刃 式 鑿 が 提 案 さ れ 、 意 匠 登 録 第 ８ ８ ２ ６ ２ ３ 号 と し て 開 示 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 記 意 匠 登 録 第 ８ ８ ２ ６ ２ ３ に 開 示 さ れ た 替 刃 式 鑿 は 、 図 １ の 正 面 図 、 図 ２ の 平 面 図 、 図
３ の 底 面 図 、 図 ４ の Ａ － Ａ 断 面 図 に 示 す よ う に 、 鑿 本 体 １ の 刃 裏 面 ２ に 片 刃 平 板 状 替 刃 ３
を 嵌 合 装 着 し ２ 本 の 雄 ね じ ４ で 固 着 し て な る 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 従 来 の 替 刃 式 鑿 は 一 応 製 品 と し て 完 成 さ れ 、 本 願 出 願 人 が 製 造 、 販 売 し て い る も の で
あ る が 、 こ れ を 実 際 に 使 用 す る と 、 切 削 作 業 中 に 替 刃 と 鑿 本 体 の 間 に 極 め て 微 細 な 木 の 削
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り 屑 が 挟 ま り 、 一 旦 微 細 な 木 屑 が 挟 ま る と 鑿 の 切 れ 味 が 極 端 に 低 下 し て 快 適 に 切 削 作 業 を
行 う こ と が 困 難 で あ り 、 従 来 の 替 刃 式 鑿 は プ ロ の 大 工 職 人 が 使 用 す る 実 用 的 な 替 刃 式 鑿 と
し て は 、 充 分 に 使 用 に 耐 え る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 っ て 本 発 明 は 替 刃 式 鑿 に お い て 、 鑿 本 体 と 替 刃 の 間 に 微 細 な 削 り 木 屑 が 全 く 挟 ま る お そ
れ が な く 、 快 適 に 切 削 作 業 を 行 う こ と が で き 、 プ ロ の 大 工 職 人 が 使 用 す る こ と が で き る 替
刃 式 鑿 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す べ く 、 本 発 明 者 は 鋭 意 研 究 を 重 ね た 結 果 、 叩 き 鑿 等 の 柄 尻 を 槌 等 で 叩 い
て 切 削 作 業 を 行 う と 、 槌 で 鑿 の 柄 尻 を 叩 い た 際 の 衝 撃 に よ り 発 生 す る 振 動 に よ り 、 鑿 本 体
と 替 刃 の 間 に 瞬 間 的 に 微 細 な 隙 間 を 生 じ 、 そ の 隙 間 に 微 細 な 木 屑 が 挟 ま っ て し ま い 、 こ れ
が 鑿 の 切 れ 味 を 損 な う 原 因 で あ る こ と を 発 見 し た 。 従 っ て 、 鑿 を 槌 で 叩 い て 鑿 本 体 と 替 刃
に 衝 撃 が 加 わ っ て も 、 鑿 本 体 と 替 刃 の 間 に 微 細 な 隙 間 も 生 じ な い よ う に す る 必 要 が あ る こ
と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 本 願 発 明 者 は 鑿 本 体 の 従 来 の 替 刃 式 鑿 に お い て 、 鑿 本 体 の 刃 裏 面 に 設 け た 凹 部 に 嵌
合 す る 替 刃 を 従 来 の 単 な る 片 刃 平 板 状 替 刃 で な く 、 平 板 状 替 刃 の 刃 表 平 面 と 刃 先 傾 斜 面 の
境 界 線 で あ る 鎬 線 に 沿 っ て 、 該 刃 表 平 面 か ら 段 状 に 、 該 鎬 線 か ら 該 替 刃 の み ね 部 ま で 一 定
深 さ に 切 削 し て 、 該 鎬 線 に 沿 っ て 段 部 を 形 成 し 、 該 段 部 を 蟻 溝 状 に 形 成 し て 段 部 の 立 上 が
り 面 が 該 刃 表 平 面 に 対 し 鋭 角 を な す よ う に 形 成 す る と 共 に 、 鑿 本 体 の 刃 裏 面 に 替 刃 が び っ
た り と 嵌 合 す る 凹 部 を 設 け る こ と に よ り 、 鑿 の 柄 尻 を 槌 で 叩 い て 刃 先 を 木 材 に 食 い 込 ま せ
た 時 、 そ の 打 撃 の 衝 撃 で 蟻 溝 状 に 形 成 し た 替 刃 の 立 ち 上 が り 面 が こ れ に 当 接 す る 鑿 本 体 の
先 端 に 圧 接 さ れ 、 僅 か な 微 小 間 隙 も 生 ず る こ と が な く 、 そ の 間 隙 に 微 細 木 屑 の 嵌 入 が 防 止
さ れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 到 っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
即 ち 、 本 発 明 は 木 工 用 の 平 鑿 の 鑿 本 体 の 刃 裏 部 に 片 刃 の 平 板 状 替 刃 を 着 脱 自 在 に 装 着 し た
替 刃 式 鑿 に お い て 、 該 替 刃 の 刃 表 平 面 と 刃 先 傾 斜 面 の 境 界 線 で あ る 鎬 線 に 沿 っ て 、 該 刃 表
平 面 か ら 段 状 に 、 該 鎬 線 か ら 該 替 刃 の み ね 部 ま で 一 定 深 さ に 切 削 し て 、 該 鎬 線 に 沿 っ て 段
部 を 形 成 し 、 該 段 部 を 蟻 状 に 形 成 し て 段 部 の 立 上 が り 面 が 該 刃 表 平 面 に 対 し 鋭 角 を な す よ
う に 形 成 す る と 共 に 、 該 鑿 本 体 の 刃 裏 部 に 該 替 刃 を 嵌 着 す る た め の 該 替 刃 と 略 同 形 の 凹 部
を 設 け 、 該 替 刃 の 該 段 部 の 立 ち 上 が り 面 に 当 接 す る 鑿 本 体 の 先 端 部 を 該 替 刃 の 該 立 ち 上 が
り 面 に 密 着 す る 角 度 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 替 刃 式 鑿 を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
他 の 本 発 明 は 木 工 用 の 平 鑿 の 鑿 本 体 の 刃 裏 部 に 片 刃 の 平 板 状 替 刃 を 着 脱 自 在 に 装 着 す る 替
刃 式 鑿 用 の 替 刃 に お い て 、 該 替 刃 の 刃 表 平 面 と 刃 先 傾 斜 面 の 境 界 線 で あ る 鎬 線 に 沿 っ て 、
該 刃 表 平 面 か ら 段 状 に 、 該 鎬 線 か ら 該 替 刃 の み ね 部 ま で 一 定 深 さ に 切 削 し て 、 該 鎬 線 に 沿
っ て 段 部 を 形 成 し 、 該 段 部 を 蟻 状 に 形 成 し て 段 部 の 立 上 が り 面 が 該 刃 表 平 面 に 対 し 鋭 角 を
な す よ う に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 替 刃 式 鑿 用 替 刃 を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 本 発 明 の 内 容 を 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ５ は 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 ５ の 一 例 の 平 面
図 、 図 ６ は 同 底 面 図 、 図 ７ は 同 穂 先 部 の 一 部 拡 大 平 面 図 、 図 ８ は 同 底 面 図 、 図 ９ は Ｂ － Ｂ
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
鑿 本 体 １ の 穂 先 部 ６ の 刃 裏 ７ は 平 面 状 を な し 、 そ の 先 端 部 に 替 刃 ３ を 丁 度 嵌 合 す る 凹 部 ８
を 設 け る 。 替 刃 ３ は 鋼 製 平 板 よ り な り 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 す 凸 字 状 平 面 形 状 を 有 し 、
そ の 片 面 に 片 刃 を 設 け る 。 片 刃 の 刃 先 角 θ は 通 常 の 鑿 の 刃 先 角 と 同 様 と す る こ と が で き る
。 刃 先 角 θ で 傾 斜 し た 刃 先 傾 斜 面 ９ と 替 刃 ３ の 刃 表 平 面 １ ０ と の 境 界 線 で あ る 鎬 線 １ １ に
沿 っ て 段 部 １ ２ を 設 け 、 鎬 線 １ １ か ら み ね 部 １ ３ ま で 替 刃 ３ の 刃 表 平 面 １ ０ を 一 定 深 さ ま
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で 切 削 削 除 す る 。 替 刃 ３ の 刃 表 平 面 １ ０ の 階 段 状 削 除 に よ り 、 鎬 線 １ １ に 沿 っ て 断 面 三 角
形 状 の 突 起 １ ５ が 残 さ れ る 。 段 部 １ ２ の 立 ち 上 が り 面 １ ３ は 刃 表 平 面 １ ０ に 対 し て 垂 直 で
な く 、 み ね 部 １ ３ 側 に 傾 き 、 刃 表 平 面 １ ０ と 立 ち 上 が り 面 １ ４ の な す 角 φ が ９ ０ 度 以 下 の
鋭 角 に 形 成 さ れ て い る 。 そ の 鋭 角 の 角 度 は 特 に 制 限 は な い が 、 通 常 ６ ０ ～ ８ ９ 度 が 好 ま し
く 、 ８ ０ ～ ８ ９ ° が 更 に 好 ま し い 。 こ の 鋭 角 の 角 度 が 小 さ 過 ぎ る と 鑿 の 使 用 時 に 柄 尻 ２ ４
を 槌 で 叩 い た 時 の 衝 撃 が 、 立 ち 上 が り 面 １ ４ と 刃 表 平 面 １ ０ の 鋭 角 の 入 り 隅 に 集 中 し て 、
強 い 力 が 加 わ り 過 ぎ て 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
替 刃 ３ の 厚 み ｄ は 特 に 制 限 は な い が 、 １ ． ５ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 こ の 厚
み ｄ が 薄 す ぎ る と 鑿 の 使 用 時 の 打 撃 に よ る 衝 撃 で 替 刃 ３ が 振 動 し て 好 ま し く な く 、 一 定 の
厚 み 以 上 で は 使 用 の 強 度 に 影 響 が な く 、 替 刃 ３ の 製 造 コ ス ト が 嵩 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
刃 表 平 面 １ ０ の 切 削 深 さ 、 即 ち 立 ち 上 が り 面 １ ４ の 高 さ ｈ は 特 に 制 限 は な い が 、 ０ ． ３ ～
１ ｍ ｍ 程 度 が 選 ば れ 、 ０ ． ４ ～ ０ ． ６ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 こ の 高 さ ｈ が 大 き い と 、 替 刃 ３ の
製 作 の 際 の 切 削 量 が 大 き く な り 、 小 さ い と 替 刃 ３ の 立 ち 上 が り 面 １ ４ と 鑿 本 体 １ の 先 端 部
１ ７ と の 係 合 面 積 が 小 さ く な り 過 ぎ て 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
替 刃 ３ の 刃 先 １ ６ は 刃 先 傾 斜 面 ９ の 傾 斜 角 度 を 刃 先 角 θ に 形 成 し 、 更 に そ の 刃 先 １ ６ の 先
端 部 の 極 め て 狭 い 幅 の 部 分 の み を 、 刃 先 角 θ よ り も 大 き な 刃 先 先 端 角 に 研 磨 す る の が 望 ま
し い 。 こ れ に よ り 刃 先 １ ６ の 強 度 が 増 し 、 替 刃 ３ の 寿 命 を 延 ば す こ と が で き る 。 ま た 刃 先
角 θ よ り も 刃 先 先 端 角 を 大 き く 研 磨 す る こ と に よ り 、 替 刃 ３ の 製 造 工 程 で 、 刃 先 傾 斜 面 ９
を 刃 先 角 θ に 研 磨 す る 際 に は 若 干 粗 く 研 磨 し て お き 、 刃 先 先 端 部 の 極 め て 狭 い 部 分 の み を
刃 先 角 θ よ り も 若 干 大 き な 角 度 に 極 め て 精 密 に 研 磨 す る こ と に よ り 、 替 刃 ３ の 刃 先 １ ６ の
研 磨 工 程 の 作 業 能 率 を 高 め る と 同 時 に 、 精 密 研 磨 に よ り 刃 先 １ ６ が 研 磨 で き る た め 、 切 れ
味 の 極 め て 優 れ た 替 刃 ３ を 効 率 よ く 生 産 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
替 刃 ３ の 材 質 は 通 常 の 鑿 の 刃 先 の 材 質 と 同 様 の 鋼 材 質 で あ っ て よ い が 、 高 速 度 鋼 等 の 硬 質
鋼 材 を 用 い て も よ い 。 又 替 刃 ３ 全 体 を 均 一 な 鋼 材 で 形 成 し て も よ い し 、 替 刃 ３ の 刃 先 １ ６
か ら 刃 裏 面 ２ に 沿 う 部 分 の み を よ り 硬 質 の 鋼 材 で 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 替 刃 ３ を 嵌 合 装 着 す る 鑿 本 体 １ の 刃 裏 ７ に 設 け る 凹 部 ８ は 、 替 刃 ３ の 平 面 形 状 と 同 形
で 、 替 刃 ３ の 厚 み ｄ と 略 同 じ 深 さ の 凹 部 ８ を 設 け る 。 鑿 本 体 １ の 刃 表 ２ ３ 側 の 先 端 部 は 、
通 常 の 鑿 と 同 様 に 刃 先 角 と 略 同 傾 斜 の 傾 斜 面 ２ １ を 設 け 、 そ の 先 端 部 は 、 替 刃 ３ の 段 部 １
２ の 立 ち 上 が り 面 １ ４ の 傾 斜 角 と 略 等 し い 鋭 角 の 傾 斜 角 を 有 す る 先 端 傾 斜 面 ２ ２ と す る 。
先 端 傾 斜 面 ２ ２ の 高 さ は 立 ち 上 が り 面 １ ４ の 高 さ よ り も 若 干 低 く 形 成 す る の が 望 ま し い 。
こ れ に よ り 鑿 本 体 １ に 替 刃 ３ を 嵌 合 し た 際 に 、 替 刃 ３ の 刃 先 傾 斜 面 ９ が 鑿 本 体 １ の 傾 斜 面
２ １ よ り も 若 干 突 出 し 、 鑿 で 木 材 を 切 削 す る 際 に 替 刃 ３ と 鑿 本 体 １ の 接 合 部 の 段 違 い が 切
削 の 障 害 と な る こ と が な い 。 こ の 替 刃 ３ の 刃 先 傾 斜 面 ９ と 鑿 本 体 １ の 傾 斜 面 ２ １ の 関 係 が
逆 に な り 、 鑿 本 体 １ の 傾 斜 面 ２ １ の 方 が 突 出 す る と 、 鑿 に よ る 木 材 の 切 削 の 際 、 そ の 段 差
が 切 削 の 障 害 と な り 、 円 滑 な 切 削 作 業 が 不 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 上 記 の ご と く 、 替 刃 ３ を 鑿 本 体 １ に 装 着 し た 際 に 替 刃 ３ の 刃 先 傾 斜 面 ９ の 方 が 若 干 突
出 す る 状 態 に 嵌 合 し て お く と 、 そ の 段 差 が 替 刃 ３ の 刃 先 の 一 部 に 刃 こ ぼ れ が 生 じ た と き 、
替 刃 ３ の 刃 先 を 研 ぐ た め の 研 ぎ 代 と な り 、 替 刃 ３ の 刃 先 を 少 し 研 い で 研 削 し て も 、 替 刃 ３
の 刃 先 傾 斜 面 ９ と 鑿 本 体 １ の 傾 斜 面 ２ １ が 同 一 平 面 に な る ま で は 替 刃 ３ を 研 ぐ こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
替 刃 ３ の 平 面 形 状 と こ れ を 嵌 着 す る 鑿 本 体 １ の 刃 裏 ７ の 形 状 は 、 鑿 本 体 １ に 嵌 着 し た 替 刃
３ が 刃 先 １ ６ に 平 行 な 横 方 向 に 変 位 不 能 に 保 持 す る よ う に し た 保 持 手 段 を 備 え た 形 状 で あ
る 必 要 が あ る 。 即 ち 図 １ ０ に 示 す 凸 字 状 平 面 形 状 の 替 刃 ３ と こ れ を 嵌 合 す る 鑿 本 体 １ の 刃
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裏 ７ の 、 凸 字 状 替 刃 ３ の 凸 字 の 両 側 の 凹 所 に 嵌 合 す る 保 持 突 起 １ ８ に よ り 保 持 手 段 が 構 成
さ れ 、 刃 裏 ７ の 凹 部 ８ に 嵌 合 し た 替 刃 ３ は 横 方 向 に は 全 く 変 位 不 能 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
替 刃 ３ の 平 面 形 状 は 図 １ ０ に 示 す よ う な 凸 字 状 形 状 で あ る 必 要 は な く 、 鑿 本 体 １ の 刃 裏 ７
に 形 成 す る 替 刃 の 横 方 向 の 変 位 を 完 全 に 束 縛 し て 保 持 す る た め の 保 持 突 起 １ ８ の 形 状 に 合
わ せ て 種 々 形 状 を 採 用 す る こ と が で き る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 替 刃 ３ を 凸 字 状 に 形 成 し
て 、 凸 字 の 両 側 の 凹 み 部 に 嵌 合 す る 保 持 突 起 １ ８ を 鑿 本 体 １ の 刃 裏 ７ に 形 成 す る 方 法 の ほ
か 、 例 え ば 替 刃 ３ に １ 又 は ２ 個 以 上 の 保 持 用 孔 を 設 け 、 こ の 保 持 用 孔 に 丁 度 嵌 合 す る 保 持
突 起 １ ８ を 鑿 本 体 １ の 刃 裏 ７ に 設 け て も よ い 。 い ず れ の 手 段 で あ っ て も 、 保 持 突 起 １ ８ と
こ れ に 嵌 合 す る 替 刃 ３ の 嵌 合 部 は 横 方 向 に は ぴ っ た り と 変 位 不 能 に 嵌 合 す る と 共 に 、 縦 方
向 に は 、 替 刃 ３ を 鑿 本 体 １ に 装 着 す る 際 に 、 替 刃 ３ を 縦 方 向 に 摺 動 し て 、 上 記 蟻 溝 状 段 部
１ ２ を 鑿 本 体 １ の 先 端 部 に び っ た り と 嵌 合 さ せ る た め に 、 若 干 縦 方 向 の 摺 動 を 許 容 す る よ
う に 形 成 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
替 刃 ３ に は 図 １ ０ に 示 す よ う に １ ま た は ２ 以 上 の ね じ 孔 １ ９ を 設 け 、 鑿 本 体 １ の 刃 裏 ７ の
そ の ね じ 孔 に 対 応 す る 位 置 に 雌 ね じ 孔 ２ ０ を 設 け 皿 ビ ス 状 の 雄 ね じ ４ で 替 刃 ３ を 鑿 本 体 １
に 締 結 す る 。 こ の ね じ 孔 １ ９ は 雄 ね じ ４ を 遊 嵌 し て い る の で 、 こ の 雄 ね じ ４ を ど ん な に 強
く 締 結 し て も 、 こ の 雄 ね じ ４ に よ る 締 結 の み で は 、 替 刃 ３ を 鑿 本 体 １ に 完 全 に 固 定 す る こ
と は 不 可 能 で あ り 、 上 記 蟻 溝 状 の 段 部 １ ２ と 鑿 本 体 １ の 先 端 部 １ ７ と の 嵌 合 、 及 び 替 刃 ３
の 横 方 向 の 変 位 不 能 の 保 持 手 段 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 の 替 刃 式 鑿 ５ を 用 い て 木 材 等 に 孔 穿 け 作 業 を 行 う 際 、 鑿 本 体 １ の 柄 尻 ２ ４ を 槌 等 で
叩 く と 、 鑿 本 体 １ の 先 端 部 １ ７ の 先 端 傾 斜 面 ２ ２ が 替 刃 ３ の 段 部 １ ２ の 立 ち 上 が り 面 １ ４
に 圧 接 し て 、 先 端 傾 斜 面 ２ ２ と 立 ち 上 が り 面 １ ４ が び っ た り と 密 着 し て 、 鑿 本 体 １ の 先 端
部 １ ７ が 蟻 溝 状 の 段 部 １ ２ の 入 り 隅 に 食 い 込 む よ う に し て 、 槌 の 衝 撃 を 替 刃 ３ に 伝 え る た
め 、 槌 に よ る 振 動 に よ っ て も 、 替 刃 ３ の 立 ち 上 が り 面 １ ４ と 鑿 本 体 １ の 先 端 部 １ ７ の 先 端
傾 斜 面 ２ ２ の 間 に 微 小 な 隙 間 も 全 く 生 ず る こ と が な く 、 そ の 隙 間 に 木 の 微 細 な 削 り 屑 が 挟
ま る 虞 が 全 く な い 。 従 っ て 替 刃 ３ と 鑿 本 体 １ の 間 に 微 細 な 木 屑 の 侵 入 に よ る 、 鑿 の 切 れ 味
の 低 下 が 全 く 生 じ な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 替 刃 式 鑿 は あ ら ゆ る 種 類 の 平 鑿 に 適 用 す る こ と が で き 、 向 待 鑿 、 追 入 鑿 等 の 叩 き
鑿 、 押 し 鑿 等 に 全 て 適 用 可 能 で あ る 。 鑿 の 幅 は 用 途 に 応 じ て あ ら ゆ る 幅 の 鑿 に 適 用 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 替 刃 式 鑿 に よ れ ば 、 鑿 の 刃 先 を 研 ぐ 必 要 が な く 、 替 刃 ３ を 交 換 し て 、 予 め 替 刃 の
製 造 工 場 で 完 全 に 研 磨 さ れ た 替 刃 ３ を 装 着 す る だ け で 、 極 め て 切 れ 味 の 優 れ た 鑿 を 使 用 す
る こ と が で き 、 プ ロ の 大 工 職 人 で も そ の 作 業 能 率 を 大 幅 に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
従 来 の 替 刃 式 鑿 の 欠 点 で あ っ た 、 替 刃 ３ と 鑿 本 体 １ の 極 め て 微 小 な 隙 間 に 、 木 の 削 り 屑 が
挟 ま り 、 切 れ 味 を 損 な う 虞 が 全 く な く 、 常 に 極 め て 優 れ た 切 れ 味 を 保 つ こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 穂 先 部 の 一 部 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 穂 先 部 の 一 部 拡 大 底 面 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 穂 先 部 の 一 部 拡 大 Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 に 用 い る 替 刃 の 一 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 に 用 い る 替 刃 の 一 例 の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。
１ 　 鑿 本 体
２ 　 刃 裏 面
３ 　 替 刃
４ 　 雄 ね じ
５ 　 替 刃 式 鑿
６ 　 穂 先 部
７ 　 刃 裏
８ 　 凹 部
９ 　 刃 先 傾 斜 面
１ ０ 　 刃 表 平 面
１ １ 　 鎬 線
１ ２ 　 段 部
１ ３ 　 み ね 部
１ ４ 　 立 ち 上 が り 面
１ ５ 　 突 起
１ ６ 　 刃 先
１ ７ 　 先 端 部
１ ８ 　 保 持 突 起
１ ９ 　 ね じ 孔
２ ０ 　 雌 ね じ 孔
２ １ 　 傾 斜 面
２ ２ 　 先 端 傾 斜 面
２ ３ 　 刃 表
２ ４ 　 柄 尻
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 7月 31日 (2002.7.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
そ こ で 本 願 発 明 者 は 従 来 の 替 刃 式 鑿 に お い て 、 鑿 本 体 の 刃 裏 面 に 設 け た 凹 部 に 嵌 合 す る 替
刃 を 従 来 の 単 な る 片 刃 平 板 状 替 刃 で な く 、 平 板 状 替 刃 の 刃 表 平 面 と 刃 先 傾 斜 面 の 境 界 線 で
あ る 鎬 線 に 沿 っ て 、 該 刃 表 平 面 か ら 段 状 に 、 該 鎬 線 か ら 該 替 刃 の み ね 部 ま で 一 定 深 さ に 切
削 し て 、 該 鎬 線 に 沿 っ て 段 部 を 形 成 し 、 該 段 部 を 蟻 溝 状 に 形 成 し て 段 部 の 立 上 が り 面 が 該
刃 表 平 面 に 対 し 鋭 角 を な す よ う に 形 成 す る と 共 に 、 鑿 本 体 の 刃 裏 面 に 替 刃 が ぴ っ た り と 嵌
合 す る 凹 部 を 設 け る こ と に よ り 、 鑿 の 柄 尻 を 槌 で 叩 い て 刃 先 を 木 材 に 食 い 込 ま せ た 時 、 そ
の 打 撃 の 衝 撃 で 蟻 溝 状 に 形 成 し た 替 刃 の 立 ち 上 が り 面 が こ れ に 当 接 す る 鑿 本 体 の 先 端 に 圧
接 さ れ 、 僅 か な 微 小 間 隙 も 生 ず る こ と が な く 、 そ の 間 隙 に 微 細 木 屑 の 嵌 入 が 防 止 さ れ る こ
と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 到 っ た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 面 の 簡 単 な 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 替 刃 式 鑿 の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 穂 先 部 の 一 部 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 穂 先 部 の 一 部 拡 大 底 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 の 一 例 の 穂 先 部 の 一 部 拡 大 Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 に 用 い る 替 刃 の 一 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 替 刃 式 鑿 に 用 い る 替 刃 の 一 例 の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 鑿 本 体
２ 　 刃 裏 面
３ 　 替 刃
４ 　 雄 ね じ
５ 　 替 刃 式 鑿
６ 　 穂 先 部
７ 　 刃 裏
８ 　 凹 部
９ 　 刃 先 傾 斜 面
１ ０ 　 刃 表 平 面
１ １ 　 鎬 線
１ ２ 　 段 部
１ ３ 　 み ね 部
１ ４ 　 立 ち 上 が り 面
１ ５ 　 突 起
１ ６ 　 刃 先
１ ７ 　 先 端 部
１ ８ 　 保 持 突 起
１ ９ 　 ね じ 孔
２ ０ 　 雌 ね じ 孔
２ １ 　 傾 斜 面
２ ２ 　 先 端 傾 斜 面
２ ３ 　 刃 表
２ ４ 　 柄 尻
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ０ 】
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